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アにかかわる人材育成3「脳卒中相談窓口」．STROKE2022 4/23．Web 

26) 藤本茂．脳卒中ユニット．Web liveシンポジウム4：脳卒中と診療報酬．STROKE2022 

2022/3/30．Web 

27) 藤本茂．能祖中相談窓口の役割と求められる業務～今後のロードマップ～．多職種講習

会：脳卒中相談窓口と脳卒中療養相談士制度．STROKE2022 2022/3/20．大阪 

28) 藤本茂．アンケート/文献レビューからみた回復期までの相談支援の課題．多職種講習

会：脳卒中相談窓口と脳卒中療養相談士制度．STROKE2022 2022/3/20．大阪 

29) 藤本茂．第二次5カ年計画と脳卒中相談窓口における相談・支援．合同シンポジウム2：

明日へのシナリオ～「循環器病対策推進基本計画」と「脳卒中と循環器病克服第二次5

カ年計画」～．STROKE2022 2022/3/17．大阪 

30) 藤本茂．脳卒中専門医の立場から．プレナリーシンポジウム5：がんと脳卒中の併発例

に対する領域横断的なコンセンサス形成の必要性．STROKE2022 2022/3/17．大阪 

 



学会 (一般演題) 

国際学会 

1) Matsuzono K, Suzuki M, Miura K, Anan Y, Ozawa T, Mashiko T, Koide R, Tanaka R, Fujimoto 

S. Venous flow disturbance links to the cognitive function in the ultrasonographical validation 

study. Alzheimer's Association International Conference (AAIC) – 2022 2022/7/31-8/4. San 

Diego. 

国内学会 

1) 益子貴史，松薗構佑，阿南悠平，鈴木雅之，渡邉輝，平野秀哉，軽部梓，植木千絵，

関口和正，斎藤和弘，加倉井綾香，森昭人，小澤美里，小澤忠嗣，亀田知明，小出玲

爾，田中亮太，藤本茂．抗血小板薬内服下に発症した非心原性脳梗塞の臨床的特徴の

検証    STROKE2023, 2023/3/16-18．横浜 

2) 阿南 悠平, 渡邉 輝, 平野 秀哉, 鈴木 雅之, 小澤 忠嗣, 松薗 構佑, 益子 貴史, 亀田 

知明, 小出 玲爾, 田中 亮太, 藤本 茂. 穿通枝梗塞患者の急性期再発と機能予後の検討. 

STROKE2023. 2023/3/16-18. 横浜 

3) 石川未和子，阿南悠平，益子貴史，齊藤和弘，松薗構佑，小出玲爾，田中亮太，藤本

茂．症状完成後, 病変が遅れて顕在化したCOVID-19感染後脊髄炎の30歳男性の一例．

第244回日本神経学会関東甲信越地方会．2023/3/4．東京 

4) 小澤忠嗣，渡邉輝，鈴木雅之，小出玲爾，苅尾七臣，藤本茂，田中亮太．パーキンソ

ン病における起立性低血圧・24 時間自由行動下血圧測定と認知機能低下に関する研究. 

第65回日本脳循環代謝学会学術集会. 2022/10/28-29. 甲府 

5) 田中亮太．発症早期のパーキンソン病における血圧異常と認知機能に関する研究．第

12回日本脳血管・認知症学会．2022/8/6．東京 

6) 益子貴史，松薗構佑，小澤忠嗣，三浦久美子，阿南悠平，鈴木雅之，渡邉輝，小出玲

爾，田中亮太，藤本茂．臨床症候と頸動脈エコーに着目した大血管閉塞スクリーニン

グ法の検証．第41回脳神経超音波学会総会・第25回日本栓子検出と治療学会．

2022/6/3-4．東京 

7) 三浦久美子，小出玲爾，亀田知明，薄井美由，鈴木理沙，渡邉輝，小澤美里，鈴木雅

之，阿南悠平，小澤忠嗣，松薗構佑，益子貴史，田中亮太，森墾，藤本茂．MRI画像

異常が遷延する可逆性後白質脳症症候群の特徴について．第63回日本神経学会学術集

会．2022/5/18-21．東京 

8) 松薗構佑，益子貴史，小澤忠嗣，三浦久美子，鈴木雅之，阿南悠平，小出玲爾，田中

亮太，亀田知明，藤本茂．急性期脳梗塞入院患者の予後実態調査の結果：T-

CONCERN．第63回日本神経学会学術集会．2022/5/18-21．東京 

9) 松薗 構佑, 鈴木 雅之, 三浦 久美子, 阿南 悠平, 小澤 忠嗣, 益子 貴史, 小出 玲爾, 

田中 亮太, 藤本 茂. 経食道心エコーにおける左心房内もやエコー及び大動脈弓部粥状

硬化病変の存在は認知機能低下に相関する. 第41回日本認知症学会学術集会/第37回日



本日本老年精神医学会. 2022/11/25-27. 東京 

10) 小澤美里，三浦久美子，鈴木雅之，阿南悠平，渡邉輝，小澤忠嗣，松薗構佑，益子貴

史，亀田知明，小出玲爾，田中亮太，藤本茂．脳梗塞急性期におけるスタチンの使用

とLDLコレステロール値の急性期再発への影響．第63回日本神経学会学術集会．

2022/5/18-21．東京 

11) 小澤忠嗣，渡邉輝，鈴木雅之，小出玲爾，苅尾七臣，藤本茂，田中亮太．起立性低血

圧と24時間自由行動下血圧測定とパーキンソン病における認知機能低下．第63回日本

神経学会学術集会．2022/5/18-21．東京 

12) 渡邉輝，鈴木雅之，三浦久美子，阿南悠平，小澤忠嗣，松薗構佑，益子貴史，小出玲

爾，藤本茂，田中亮太．心房細動合併脳梗塞急性期の再開通療法における糖尿病の影

響に関する研究．第63回日本神経学会学術集会．2022/5/18-21．東京 

13) 亀田知明，岡田俊一，植木千絵，加倉井綾香，森昭人，紺野武彦，宮脇貴裕，藤本

茂．高齢者における痙攣性てんかん重積発作後のADL．第55回日本てんかん学会学術

集会．2022/9/20-22．仙台 

14) 松薗構佑，益子貴史，小澤忠嗣，三浦久美子，鈴木雅之，阿南悠平，小出玲爾，田中

亮太，亀田知明，藤本茂．急性期脳梗塞患者の退院1年後生存率の実態．第64回日本老

年医学会学術集会．2022/6/2-4．大阪． 

15) 松薗構佑, 阿南悠平, 三浦久美子, 益子貴史, 小澤忠嗣, 鈴木雅之, 小出玲爾, 田中亮太, 

藤本 茂．新しいプリオン病の概念，全身型プリオン蛋白沈着症の臨床的特徴につい

て．第119回日本内科学会総会・講演会．2022/4/15-17．京都Web 

16) 益子貴史，松薗構佑，小澤忠嗣，三浦久美子，阿南悠平，鈴木雅之，渡邉輝，小出玲

爾，田中亮太，藤本茂．医療資源寡少施設における大血管閉塞スクリーニング法につ

いての検証． STROKE2022．2022/3/17-20．大阪 

17) 松薗構佑，阿南 悠平, 鈴木 雅之, 三浦 久美子, 小澤 忠嗣, 益子 貴史, 小出 玲爾, 

田中 亮太, 藤本 茂．経食道心エコーで観測した心内モヤモヤエコーの有無は認知機能

と関連する．STROKE2022．2022/3/17-20．大阪 

18) 阿南 悠平, 小澤 忠嗣, 小澤 美里, 鈴木 雅之, 三浦 久美子, 松薗 構佑, 益子 貴史, 小

出 玲爾, 田中 亮太, 藤本 茂．大動脈弓部粥腫病変と心房細動の併存は急性期脳梗塞

の短期再発と機能予後低下に関連する．STROKE2022. 2022/3/17-20. 大阪Web 

19) 阿南 悠平，松薗 構佑，薄井 美由，小澤 忠嗣，益子 貴史，小出 玲爾，田中 亮太，

藤本 茂．診断に難渋した進行期もやもや病の45歳男性例．第240回日本神経学会関東

甲信越地方会．2022/3/5．Web 

 

獲得研究費 

藤本茂 厚生労働科学研究費（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研

究事業） 

代表 



循環器病に対する複合リハビリテーションを含むリハビリテーション

の現状と課題の明確化のための研究  
循環器病研究開発費 

心房細動を伴う脳梗塞における適切な直接経口抗凝固薬開始時期の探

求 

分担 

 厚生労働科学特別研究事業 

新型コロナウイルス感染症の流行も考慮に入れた，脳卒中急性期に対

するリハビリテーションの標準化・適正化の研究 

分担 

 AMED（臨床研究・治験推進研究事業） 

脳出血超急性期患者への遺伝子組換え活性型第VII因子投与の有効性と

安全性を検証する研究者主導国際臨床試験 

分担 

田中 亮太 学術研究助成基金助成金（基盤研究 C） 
MAIT細胞による脳梗塞急性期病態制御機構の解明と新規治療開発の基

盤的研究 

代表 

 




